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料理ってのも楽しいもんだ　　　料理をするのは女性たけではいけない、ということで、10月19

捷睡料理
歌登

日に中央公民館で男性料理教室がありました。

参加したのは26人、緑黄会の人たちに教わりながら、豚肉の揚

げ煮やホウレン草のごまあえなど、5品を作りました。普段あまり

料理をしない人は、「いっぱいあるので何を作っているか分からな

くなる。」と言う人もいましたが、参加した人はみんな和気あいあ

いと楽しそうに料理を作っていました。
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「
遠
賀
町
松
の
本
O
丁
目
」

新
し
い
住
居
表
示
が
始
ま
り
ま

住
所
が
変
わ
り
ま
す
へ
∴
i
貴

日
月
1
9
日
か
ら
、
新
し
い
住
居
表

示
が
始
ま
り
ま
す
。
大
字
今
古
賀
の

一
部
と
大
字
広
渡
の
一
部
が
、
松
の

本
一
丁
目
～
七
丁
目
に
変
わ
り
ま
す

（
図
）
。
新
し
い
住
所
は
、

「
遠
賀
町
O
T
目
△
番
□
号
」

と
表
示
し
ま
す
。
全
国
的
に
統
一
さ

れ
た
、
分
か
り
や
す
い
壁
準
で
住
所

を
決
め
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
目
的

の
建
物
が
探
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

郵
便
醤
毒
も
変
わ
り
ま
す
霊

郵
便
番
号
も
変
わ
り
ま
す
。
一
丁

目
か
ら
七
丁
目
ま
で
が
同
じ
番
号
に

な
り
ま
す
。

新
都
便
番
号

8
1
1
－
4
3
0
5

行
政
区
は
薫
り
省
豊

住
所
が
変
わ
っ
て
も
行
政
区
や
隣

組
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
隣

組
は
住
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に

組
織
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

手
続
き
が
必
要
で
す
∴
幸

不
動
産
の
登
記
簿
や
免
許
証
な
ど

の
変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
慌
て
て
手
続
き
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
か
ら
し

て
も
結
構
で
す
。
（
た
だ
し
、
法
人
の

登
記
を
し
て
い
る
場
合
は
、
本
店
は

2
週
間
以
内
、
支
店
は
3
週
間
以
内

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
）

ご
協
力
を
お
頓
い
し
ま
す
」

他
に
も
、
知
人
に
住
所
が
変
わ
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。
少
々
面
倒
に
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
き
っ

と
便
利
に
な
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は

こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
こ
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

順
に
他
の
地
区
も
実
施
し
ま
宣

来
年
度
か
ら
順
に
他
の
地
区
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
企
画
課
企
画
調
整
係



2種田

－プロブイ「ルー

東京生まれの在日コリア

ン3世。女性人材の育成

では定評がある。近年は

「女性・人権」に関わる講

師として全国を飛び回る。

，零せ　‾‾一

一、擢

‾一望斌

滞

「世の中ここがちょっとへン」
～人権尊重のまちづくりのために～

●と　　き　　12月5日（水）

午後7時～

●ところ　　　遠賀町中央公民館

●講　　師　　　辛淑王さん
●問い合わせ　　総務課人権係

3（∽

わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に

地
面
を
は
や
〈
は
走
れ
な
い
。

人
権

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
て
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
う
た
は
知
ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

『
金
子
み
ず
ゞ
童
謡
集
』
　
か
ら



］みんなで応援、選手のみなさんガンバツテ！

二人の力を均等にしない

と、落ちてしまいます。

］も、もうタメ。ゴール直前で転んじゃいました。

走って、転んで楽しんだ

町民体雪祭
絶好の運動会日和となった10月7日、総合運動

公園グラウンドで町民体育祭が開かれました。ポー

ル蹴りやリレー、ムカデ競走などに、たくさんの人

が診加してカを出しきりました。そんな、体育祭で

見られた皆さんの表情をまとめてみました。

日

乗っているのはポールだ

けれど、選手を代表して

聖火を運んでいます。

1チビノコ全員集合。お菓子と旗を求めてダッシュ日

（∽4



掛け声合わせて「イ

チ・二、イチ・二」。で

もやっぱり転んじゃう

んだな、これが。
いう己と記か札所、つ、

帰っ絆し費え。

お父さんお母さんと一緒 中央幼稚園の運動会 遠賀中央幼稚園の運動会が10月1日にありま した。 上手にできた紐体操、一所懸命に走ったリレ ーなど、たくさん競技があります。また、親子 で一緒にする競技では、園児以上にはしゃいで いるお父さんやお母さんも見られました。 i魯 �検〇一：　　　　－ �灘 ・・率 ∵、∴ �＼ ） i i l i i 

闇騒 
薗二十七重量三言 

そこ’∴。，∠ 　∴∴一・－ 醒／一・一十 �ミニミニ運動会 　わんぱく教室 10月2日のわんぱく教室は三二三二運 動会です。いつものように、ダンボールや 新聞紙など身近にあるものを利用して、赤 ちゃんから小学校に上がる前の大きな子ま でみんなで楽しみました。 

I i i i 「 
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二人で勝ち取った勝i 

遠賀勤労者体育センター所属の大庭公子さんが 

プレス選手権で優勝し、12月にニュージーランド 

選手権大会に出場します。 

「私が世界選手権に出場できるのも、家族と卜 

穂津美さんのおかげです。泉原さんがいなければ 
i婦のままだったでしょうね。」と言う大庭さん。気 

、全日本ペンチ

で開かれる世界

レーナーの泉原

、私もただの主

軽に始めたペン

チプレスが泉原さんの指導を受けた結果、現在のような力をつ

けたそうです。「ここには、私以外にも泉原さんの指導でカをつけ

た人が大勢いるんです

よ」とも言われていまし

た。

今日も世界選手権大会

のために厳しいトレーニ

ングを続ける大庭さん。

その横にはいつものよう

にトレーナーの泉原さん

が付き添っています。

（の6
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高
齢
者
疑
似
体
験

高
齢
に
な
っ
た
と
き
の
身
体
の
機
能

の
低
下
や
、
心
理
的
な
変
化
を
体
験
で

き
ま
す
。

●
と
き
　
は
月
9
日
（
日
）

午
前
日
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
2
時
の
2
回

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里

●
対
象
6
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
各
回
1
5
人
（
先
酒
順
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
日
月
1
2
日
　
（
月
）
　
以
降

に
福
祉
課
福
祉
係
に
竃
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
　
（
希
望
す
る
時
間
帯

を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
）

骨
組
怒
癌
検
診

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
骨
折
し
な
い
た
め
に
も
、

骨
密
度
を
測
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
と
き
　
1
2
月
9
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
日
時
、

午
前
日
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
2
時
、

午
後
2
時
～
2
時
0
0
分
の
4
回

※
時
間
は
、
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里

●
内
容

骨
密
度
測
定
、
医
師
・
栄
糞
士
に
よ

る
指
導

●
対
象
遠
賀
町
在
住
者

●
定
員
　
各
回
4
0
人
程
度
（
先
清
順
）

●
費
用
　
五
百
円

●
申
し
込
み
　
日
月
1
2
日
（
月
）
以
降

に
、
福
祉
課
健
康
対
策
係
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
希
望
す
る
時
間
帯
を
指
定
し
て
く

だ
さ
い
）

馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ

●
と
き
　
1
2
月
9
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
4
時
間
程
度

受
付
＝
午
前
8
時
～
8
時
2
0
分

※
小
雨
決
行

●
と
こ
ろ

浅
木
小
学
校
駐
車
場
集
合

●
対
象

ハ
イ
キ
ン
グ
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

（
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
雨

具
な
ど

※
終
了
後
、
ふ
れ
あ
い
の
里
で
お
風
呂

に
入
れ
ま
す

●
費
用
　
三
百
円

●
申
し
込
み
　
日
月
2
2
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
福
祉
課
福
祉
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

●
雨
天
時
の
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里

（
当
日
の
午
前
7
時
か
ら
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
3
0

●
対
象
　
遠
賀
郡
在
住
、
在
勤
者

●
種
目

小
学
1
、
2
年
生
男
・
女

小
学
3
、
4
年
生
男
・
女

小
学
5
、
6
年
生
男
・
女

中
学
1
～
3
年
生
男
・
女

高
校
生
以
上
　
　
男
・
女

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

●
と
き
　
1
2
月
9
日
（
日
）

受
付
＝
午
前
8
時
～
8
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
祇
園
崎
運
動
公
園

●
費
用
百
円
（
傷
害
保
険
料
）

●
申
し
込
み
　
日
月
2
9
日
（
木
）
　
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

遠
賀
町
体
育
協
会
事
務
局

（
遠
賀
勤
労
音
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4



みん檎購いてました

霊麗砦霊麗謹冨議謹粥謹富強豊富緯
山　水矢　　大東植　　鳩尾安　　大福松
内野野　　村　　本　　田　崎武　　坪　山本

雄雄渾　　和純　　　　直筆淳　　弘大
大介平　　也平篤　　也太也　　和夢

安中矢　　木
武川　野　　山

読替元　　龍
平彦気　　平

蕎拳欝　鱗茎　字講　蕪等

子恵子　　え　子み　　忠一晴
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遠
賀
町
少
年
相
撲
大
会

遠
賀
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

遠
賀
町
少
年
剣
道
大
会

少
年
相
撲
大
会
が
、
1
0
月
1
4
日
に
遠

賀
総
合
運
動
公
園
相
撲
場
で
あ
り
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦

優
　
勝
　
広
渡
A

準
優
勝
　
虫
生
津

第
3
位
　
旧
偉
、
広
渡
B

個
人
戦

1
年
生

1
0
月
1
4
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
で

遠
賀
町
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勤
労
者
体
育
館
に
少
年
た
ち
の
気
合

い
の
入
っ
た
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

1
0
月
1
4
日
は
少
年
剣
道
大
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

団
体
戦

中
学
生
女
子

優
　
勝

小
学
生
女
子

第
3
位

個
人
戦

中
学
生
男
子

準
優
勝

中
学
生
女
子

寮
3
位

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

遠
賀
剣
道
教
室
A

遠
賀
剣
道
教
室
A

松
井
　
　
渉
　
（
遠
賀
）

毛
利
　
滞
香
（
遠
賀
）

涼
　
（
広
渡
）

松
尾
孝
次
朗

山
本
憩
二
郎

（木守）
（木守）

（虫生津）

（虫生津）

（木守）
（広渡）

（広渡）
（木守）

（広渡）
（広渡）

（鬼津）
（広渡）

（虫生津）

（虫生津）

（旧停）
（木守）

（虫生津）

男
手
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
井
村

準
優
勝
　
添
田

第
3
位
　
中
嶋

女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
茶
園

準
優
勝
　
山
田

第
3
位
　
吉
永

混
合
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
山
田

準
優
勝
　
井
村

第
3
位
　
菅
野

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
村
上

準
優
勝
　
濱
田

第
3
位
　
藤
田

ク
ラ
ウ
ン
K
上
コ
ル
フ

◇
教
　
室

●
と
き
　
1
1
月
1
8
日
（
日
）

午
前
9
時
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

（
小
学
四
年
生
以
上
、
性
別
・
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　
当
日
会
場
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係

℡
　
（
2
9
3
）
6
5
2
5

◇
交
流
会

●
と
き
　
日
月
2
5
日
（
日
）

午
前
9
時
1
5
分
～
正
午

受
付
＝
午
前
8
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

（
小
学
四
年
生
以
上
、
性
別
・
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　
日
月
2
3
日
（
金
）
　
ま
で

に
生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係
に
電
話

で
申
し
込
む
か
、
教
室
の
と
き
に
各

会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係

℡
　
（
2
9
3
）
6
5
2
5

遠
賀
町
卓
球
大
会

●
と
き
1
1
月
2
5
日
（
日
）

受
付
＝
8
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
種
目

団
体
戦

男
・
女
各
2
名
以
上
で
編
成

ダ
ブ
ル
ス
戦

一
般
の
部
、
ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
の
部

個
人
戦一

般
男
・
女
の
部
、
初
心
者
の
部
、

小
学
生
の
部
、
ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
の
部

●
参
加
料
無
料

●
申
し
込
み
　
1
1
月
2
2
日
（
木
）
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

遠
賀
町
体
育
協
会
事
務
局

（
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
　
（
2
9
3
）
5
4
3
4
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心地よい音色と暖かい光

観月コンサート

明や竹行燈と自然の灯りだけで照らされた島津圃
丸il幡史自然公園で10月13日に開かれた観月コン

サート。3匹旧を迎える今年は、コカリナやフルート、

幻想的な音色を奏でる筏などの演奏を聞きに400人以

上の人が訪れました。

夕群れのなか始まったコンサートも、終了するころ

には周りはI靴こ包まれています。厳後は、心地よい音

色で優しい気持ちになった人たちを、竹行燈の暖かい

光が見送っていました。

轟み
ん
な
一
塾
気
で
す
か

S
S
S
S
S
S
S
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
8

新
入
学
児
童
健
康
診
断

図
年
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
た

ち
が
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
ま
し
た
。
1
0
月
1
0
日
は
新
入
学

児
童
の
健
康
診
断
の
日
で
す
。

眼
科
、
耳
塊
科
、
歯
科
、
内
科
と
い
ろ

ん
な
科
の
診
察
を
受
け
た
子
と
も
た
ち
。

先
生
か
ら
　
「
元
気
で
す
か
」
　
と
聞
か
れ
て
、

「
は
い
」
　
と
大
き
く
返
事
を
す
る
予
も
い
れ

ば
、
な
か
に
は
ご
機
嫌
な
な
め
な
の
か
、

こ
ち
ら
も
、
大
き
な
声
で
泣
き
出
し
て
し

ま
う
子
も
い
ま
す
。
ま
だ
み
ん
な
幼
稚
園

や
保
育
園
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
調

子
な
ら
来
年
も
元
気
一
杯
の
新
一
年
生
が

誕
生
し
そ
う
で
す
ね
。

手
作
り
の
絵
本
で
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う

S
S
S
S
S
8
8
8
8
日
日
日
1
　
　
　
　
　
　
　
　
8

遠
賀
南
中
学
校
生
が
南
部
保
育
園
で
読
み
聞
か
せ

国
憲
中
学
校
の
3
年
生
が
、
嵩
日
か
ら
昌

の
3
日
間
、
南
部
保
育
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
部
屋
で
、
手
作
り
の
絵
本
を
子
ど
も
た
ち
に
読

み
聞
か
せ
ま
す
。

読
菖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
読
み
方
を
教
わ
っ

て
き
た
生
徒
た
ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち

に
優
し
く
語
り
か
け
て
い
き
ま
す
。
対
す
る
子
ど
も
た

ち
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
の
自
由

な
時
間
に
は
、
何
回
も
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
た
り
、
肩

車
を
し
て
遊
ん
だ
り
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。
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にぎやかな訪問善たち

囲話人ホ＿ム遠醐光園。たくさんの子どもたちがいま

す。10月5日と12日に減水小学校の3年生が訪問に来たのです。

それぞれの部屋で数人ずつに別れてお話をしたり、トランプや

折り紙でお遊びをします。なにをして過ごすかはチビもたちが

考えて準備をしてきました。

楽しい時間はあっという間に過ぎてしまいます。部屋にいる

ときは笑顔だった静光園の人たちも「こうやって一擬に遊べる

のは楽しいけど、お別れになるとちょっと寂しいですね」と少

し寂しそう。でも今度は、静光園の人たちが浅木小学校を訪問

するそうです。その時にはまた、楽しい時間が過ごせますね。

「「‾i iI li 一：∴∴一 �‾’i‾‾‾翻亨 

謹ir‾ � � 

1〇〇一＿ 〃〇〇一 葛〇〇 〇〇〇〇一，－ �∴∴な ��lヽ（ 1 

％ � � l �∴譲 

一　粋な人生、生涯現役で
‾　一　　　　　　　　　　一

i　　　　　　　　　　　聖人式

圏 歳を迎えた人をお祝いする型大武。261人

の対象者のうち、110人が参加して、10月14日

にふれあいの里で行なわれました。「粋な人生、

生涯現役で」と越した講演では、参加した人た

ちも、これからの人生を楽しもうと決憩を新た

にしたようでした。

式典が終わった後の懇親会では、久しぶりに

会った人たちとの楽しい会話が弾んでいました。

9（∽

で
今
年
3
回
目
に
な
る
通
学
合
宿
を
し
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
お
料
球
、
お
掃
除
、
お
洗
濯
と
大
忙
し
の
小
学
生
た

ち
。
で
も
、
「
夜
の
活
動
」
　
と
い
う
お
楽
し
み
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
ト
ラ
ン
プ
で
、
班
対
抗
の
神
経
衰
弱
大
会
で
す
。

ル
ー
ル
が
単
純
な
だ
け
に
、
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
れ
ま
す
。
だ

れ
か
の
順
番
に
な
る
と
、
同
じ
班
の
み
ん
な
は
　
「
あ
っ
ち
、
あ
っ
ち
」
　
と
応
援

し
、
違
う
班
は
　
「
い
や
、
そ
っ
ち
」
　
と
妨
害
し
て
き
ま
す
。
ジ
ョ
ー
カ
ー
が
で

た
ら
1
組
も
ど
し
て
シ
ャ
ッ
フ
ル
す
る
特
別
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
最
後
の
最

後
ま
で
気
の
抜
け
な
い
、
ま
さ
に
　
「
神
経
衰
弱
」
　
で
し
た
。

固
れ
あ
い
の
里
に
2
3
人
の
小
学
生
が
集
ま
っ
て
、
川
月
2
1
日
か
ら
狛
日
ま

i
』
〓
L
n
S
S
m
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

小
学
生
の
通
学
合
宿

お
務
め
の
あ
と
の
お
楽
し
み
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驚
。
催
陳
㊦
詰
興

埋

腸
勝
炎
は
女
性
に
多
い

圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
「
女
性
の
5

人
に
1
人
は
一
生
に
1
回
は
膀
胱
炎
に

な
る
」
と
言
わ
れ
る
膀
胱
炎
。
再
発
し

や
す
い
病
気
で
も
あ
り
、
何
度
も
繰
り

返
し
て
い
る
と
腎
孟
腎
炎
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
対
処
し

ま
し
ょ
う
。

○
原
　
因

膀
胱
炎
は
、
尿
道
を
通
っ
た
細
菌
が
、

膀
胱
で
繁
殖
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

女
性
の
尿
道
は
男
性
の
4
分
の
1
ほ
ど

の
長
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

尿
道
に
入
っ
た
細
菌
が
膀
胱
ま
で
到
達

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
壷
∴
∴
状

①
尿
の
回
数
が
増
え
る
　
ひ
ど
く
な
る
と

1
時
間
に
数
回
あ
り
ま
す
。

②
排
尿
す
る
時
に
病
み
が
あ
る
　
特
に
出

し
終
わ
る
と
き
に
痛
み
ま
す
。

③
屍
が
白
く
に
ご
る
　
肉
眼
で
も
白
っ
ぽ

く
濁
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

○
書
法

①
水
分
を
多
め
に
と
る
　
尿
の
量
が
増
え

る
と
、
尿
道
の
細
菌
が
流
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

②
尿
を
我
慢
し
な
い
　
尿
が
膀
胱
に
溜
ま

る
時
間
を
種
く
し
て
細
菌
の
繁
殖
を

防
ぎ
ま
す
。

③
体
を
疲
れ
さ
せ
な
い
　
疲
れ
る
と
体
の

防
御
機
能
が
弱
ま
り
、
細
菌
が
繁
殖

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
清
潔
に
保
つ
　
女
性
は
尿
道
か
ら
細
菌

が
入
り
や
す
い
構
造
を
し
て
い
る
の

で
、
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

通
常
で
あ
れ
ば
1
週
間
程
度
の
治
療

で
治
り
ま
す
。
で
す
が
、
2
週
間
以
上

治
療
し
て
も
治
ら
な
い
場
合
や
、
膀
胱

炎
を
繰
り
返
す
場
合
は
別
の
病
気
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
泌

尿
器
科
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

第
8
回

「
住
宅
改
修
と
福
祉
用
目
蓋

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
な
ど
若
い
と
き

は
何
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
、
年
齢
を

重
ね
る
と
障
害
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
段
差
を
無
く
し
た
り
す
る
　
「
住

宅
改
修
」
　
や
、
介
護
に
便
利
な
ベ
ッ
ド

な
ど
を
借
り
ら
れ
る
　
「
福
祉
用
具
」
　
の

制
度
を
利
用
し
て
、
自
分
が
住
み
や
す

い
住
宅
に
し
ま
し
ょ
う
。

鵜
住
宅
改
修

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
は
、
二
十
万

円
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
個
人
の
負
担

鉄
壁

は
そ
の
1
割
で
す
か
ら
、
例
え
ば
十
二

万
円
工
事
に
か
か
る
と
、
一
万
二
千
円

の
負
担
で
済
み
ま
す
。
既
に
住
宅
改
修

を
二
十
万
円
分
利
用
し
て
い
て
も
、
要

介
護
度
が
2
段
階
以
上
上
が
れ
ば
、
ま

た
二
十
万
円
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
十
万
円
を
越
え
た
場
合

で
も
、
町
が
行
っ
て
い
る
住
宅
改
造
事

業
が
あ
り
ま
す
。
生
計
中
心
者
の
所
得

税
額
が
二
十
五
万
円
以
下
な
ら
、
三
十

万
円
ま
で
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
工
事
を
す
る
前
に
相
談
し
て
く
だ

貴－い。臆
福
祉
用
具

福
祉
用
具
に
は
、
「
購
入
」
　
す
る
も
の

と
　
「
レ
ン
タ
ル
」
　
す
る
用
具
が
あ
り
ま

す
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
や
浴
室
用
品

と
い
っ
た
、
再
使
用
し
に
く
い
も
の
は

購
入
し
ま
す
。
年
に
十
万
円
ま
で
利
用

で
き
、
そ
の
1
割
を
個
人
で
負
担
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ヘ
ッ
ド
や
車
椅
子
と
い

っ
た
再
使
用
し
や
す
い
も
の
は
レ
ン
タ

ル
し
、
月
々
の
使
用
料
を
負
担
し
ま
す
。

臆
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
の
差
は
？

基
本
的
に
、
家
に
固
定
し
て
動
か
せ

な
く
な
る
と
　
「
住
宅
改
修
」
、
持
ち
運
び

で
き
る
も
の
が
　
「
福
祉
用
具
」
　
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
住
宅
改
修
の
つ
も
り

が
、
福
祉
用
具
で
済
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
相

談
し
な
が
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
係

「
捌
－
矧
洲
〝
〝
刻
「
側
ユ

テ
ー
マ
＝

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

運
動
指
導
士
に
よ
る
お
話
と
ゆ
っ
た

り
し
た
ベ
ー
ス
の
運
動
教
室
で
す
。
無

料
で
ど
な
た
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
運
動
能
力

の
衰
え
を
防
ぎ
ま
す
。

●
と
き
　
日
月
2
1
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
5
0
分

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

●
内
容
　
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
も
い

え
る
体
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
体
操

●
準
備
す
る
物
　
運
動
で
き
る
服
装
、

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係



ご存知ですか？

医薬品副作用
救済制度

ポリオ予防接種が
あります

（ポリオ生ワクチン経口服用）

●と　き11月20日（火）

受付＝午後1時10分～1時30分

●ところ　遠賀町中央公民館

●対　象　生後3か月から7歳6か月未満の乳幼児

（望ましい年齢　生後3か月～1歳6か月）

●服用方法　6週間以上の間隔をあげて2回服用

●持ってくるもの

母子健康手帳、予防接種予診表（会場にもあります）
※当日、37．5度以上の熟がある場合や、ひどい下痢をしてい

る場合は受けられません

●問い合わせ　福祉課健康対策係

お年寄りの住まいの不安 

高齢者の居住の安定確保に 

関する法律 

「賃貸住宅を借りるときに、高齢を理由に入居を断られる」 

「バリアフリー住宅に改修したいけど賞金が無い」 

といった問題はありませんか？そういった不安を解消する 

ために「高齢者の居住の安定確保に関する法律」が制定され 

ました。 

○あらかじめバリアフリー化した賃貸住宅の建設に対する 

補助制度 

○低所得善への家賃軽減をするための補助制度 

○高齢者夫婦を拒まない賃貸住宅の登録・情報提供する制度 

など、持ち家だけでなく、賃貸住宅や資金融資も考慮し、 

高鈴音にやさしい住まいづくりを進めていきます。 

●問い合わせ福祉課高齢者係 、・認圃 

I 

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
り
ま
す

医
薬
品
を
正
し
く
使
用
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
副
作
用
に
よ
り
発
生
し
た

健
康
被
害
を
救
済
す
る
た
め
に
、
医
薬

品
副
作
用
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振

興
調
査
機
構

℡
0
3
　
（
3
5
0
6
）
　
9
4
1
1

ハ
ン
セ
ン
病
は

◇
感
染
力
の
極
め
て
弱
い
細
菌
に
よ

る
病
気
で
す
。

◇
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
治
療
薬
に
よ
り
完
治
し
ま
す
。

◇
治
癒
し
た
後
に
残
る
身
体
の
変
化

は
後
遺
症
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
で
す
。
私

た
ち
一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
と
理
解

を
持
っ
て
、
偏
見
や
差
別
を
解
消
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に

入
所
し
て
い
た
人
に

補
憤
金
の
制
度
が
出
来
ま
し
た

●
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
平
成
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
に
入
所
し
て
い
た
人

②
復
帰
前
の
沖
縄
で
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
に
入
所
し
た
期
間
が
あ
る
人

●
申
し
込
み

平
成
1
8
年
6
月
2
1
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部
健
康
対
策
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
2
6
8

准
看
護
婦
（
士
）
学
生
募
集

●
一
次
試
験

平
成
1
4
年
1
月
2
4
日
（
木
）

午
前
9
時
～

●
科
目
　
国
語
、
数
学
、
作
文
、
面

接
、
健
康
診
断

●
募
集
人
数
4
0
人

●
申
し
込
み
　
平
成
1
4
年
1
月
8
日

（
火
）
　
か
ら
2
2
日
　
（
火
）
　
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

遼
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
3
4
6
3

聾
坦

回国回田
福
岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
田
員
募
集

●
一
次
試
験

平
成
1
4
年
2
月
3
日
（
日
）

●
対
象
　
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
5
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
人

●
職
種
一
般
事
務
（
国
民
健
康
保

険
の
審
査
支
払
事
務
な
ど
）

●
募
集
人
数
若
干
名

●
申
し
込
み
　
1
2
月
3
日
　
（
月
）
　
か

ら
1
2
月
1
3
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
総
務
部
職
員
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
2
）
　
7
8
0
4



脅元木＿lL
イラストや詩、または近所で見かけた

珍しいものなど何でもかまいません。
皆さんの投稿をお待ちしています。

●問い合わせ　企画課企画調整係

陣、
あやめちゃん（小2）
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／二重：あSl硫鴫わを 

一一二一握議。「 

二間として㌃田－ 

Cの12

ミ
カ
ン
3
兄
弟

3
種
の
接
ぎ
木
に
成
功

石
松
芳
城
さ
ん
　
（
上
別
府
）
　
の
土
地

に
珍
し
い
ミ
カ
ン
が
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ん
と
、
一
本
の
木
に
3
種
類
の
ミ
カ

ン
が
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

勝
手
に
生
え
て
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
接
ぎ
木
を
し
た
の
で
す
。
3
年
前

に
接
ぎ
木
を
し
て
、
今
年
よ
う
や
く
実

を
つ
け
ま
し
た
。

浅
木
に
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
出
現
？

浅
木
の
お
く
ん
ち

む
か
I
L
む
か
し
、
1
0
月
6
日
の
浅

木
の
お
く
ん
ち
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

が
現
れ
て
、
村
人
を
困
ら
せ
て
お
っ
た
。

そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た
遠
山
の
余
さ
ん

が
オ
ロ
チ
退
治
に
乗
り
出
し
た
。
オ
ロ

チ
に
酒
を
飲
ま
せ
、
酔
っ
た
と
こ
ろ
に

切
り
か
か
り
、
見
事
オ
ロ
チ
を
退
治
し

た
。
こ
れ
は
、
浅
木
の
背
年
間
と
壮
年

部
が
、
地
域
を
感
り
上
げ
よ
う
と
し
て
、

ず
ー
っ
と
練
習
を
重
ね
た
劇
な
ん
じ
ゃ

と
。
お
か
げ
で
み
ん
な
大
笑
い
し
た
そ

う
な
。
め
で
た
し
め
で
た
し
。

ま上陸
一
花

二
年
i
 
L
と
う
あ
や
め

狂
牛
病
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

問
題
の
本
脇
は
も
は
や
牛
が
安
全
か

そ
う
で
は
な
い
か
と
か
の
問
題
で
は

な
い
。
草
食
動
物
で
あ
る
牛
に
肉
骨

粉
な
る
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
こ
と
。

共
食
い
を
し
な
い
牛
に
彼
ら
の
同
胞

の
肉
や
骨
を
食
べ
さ
せ
、
自
然
や
動

物
の
倫
瑚
観
を
も
変
え
て
し
ま
っ
た

人
間
の
こ
う
優
さ
に
我
々
は
嫌
気
が

さ
し
て
い
る
の
た
。
前
回
、
人
間
と

し
て
当
た
り
前
の
生
命
に
対
す
る
感

覚
を
取
り
庚
そ
う
と
席
い
た
。
そ
れ

は
、
「
か
わ
い
そ
う
」
　
「
そ
ん
な
こ
と

し
た
ら
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
、
シ
ン
プ
ル
な
感
偶
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
他
人
の
病
み
を
自

分
の
病
み
と
感
じ
ら
れ
る
想
像
力
の

こ
と
で
あ
る
。

わ
た
し
は
常
々
、
健
康
で
豊
か
な

創
造
力
ほ
ど
大
事
な
も
の
は
な
い
と

思
っ
て
き
た
。

「
も
し
、
自
分
の
家
族
が
煤
煙
の
下
を

逃
げ
惑
っ
て
い
る
と
し
た
ら
？
」

「
も
し
、
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
カ
ニ
ス
タ

ン
の
子
と
も
た
ち
の
よ
う
に
H
の
面

で
画
期
が
殺
さ
れ
た
と
し
た
ら
っ
」

「
も
し
、
自
分
の
大
切
な
人
が
、
水
も

無
く
、
ま
た
、
寒
さ
に
凍
え
て
い
る

と
し
た
ら
っ
」

「
も
し
、
自
分
が
友
達
か
ら
椴
ら
れ
た

り
、
無
祝
さ
れ
た
り
し
た
ら
っ
」

私
た
ち
は
一
寸
先
に
、
自
分
た
ち

が
と
ん
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
か
分

か
ら
な
い
世
界
に
生
き
て
い
る
。
痛

み
の
巾
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
の
こ

と
を
想
像
す
れ
ば
、
こ
の
世
か
ら
、

戦
争
や
い
じ
め
は
無
く
な
る
。
わ
た

し
の
素
朴
な
思
い
で
あ
る
。



回国回国回国
絵本の読み聞かせ
●と　き11月17日、24L上12月1日、8日、15日、22日

いずれも土曜日　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

ホームページができました
図番館のホームページが出来ました。図書館で行なわれる毎

月の催し物や、新譜本の情報など盛りたくさんの内容です。ま

た、ホームページの中で資料の検索ができます。ぜひ、アクセ

スしてみてください。

●ホームページアドレス

http／／www．library．ongafukuoka・JP

qPi OP

「暮∴あいさつ

dP梓川］案内

qPIはI対案内

er71レノダ

Or▼ワI

er故塗は懐

中ノIlD工事・国

章“アノノ17メ

1P　リ二ノク

十　一　‾　之i

ノ　し＿＼

日　田　回　田へ
図

0

す）
でお古∴言、一　声ザ

ぁなたはoooeoO人目のこ来館者です

回国回国固
◆一般書
『101個目のレモン』

億　万智善

弟が結婚したり、21世紀に

なったり。本や芝居への愛に満

ちたエッセイ集。

『桃源郷　上・下』
隠　語臣著
人類が探し求め続けた「理想郷」を探す歴史小説。

『最後の家族』　樹上　能書

残酷で幸福な、家族の最後の物語。この秋、連

続ドラマ化。

『世界のひび割れと魂の空白を』柳　美里著

熱梢に溢れたハード・エッセイ集。

曝急発言　しのちへ2　医療事故“鉄道事故・
臨界事故“大地震』　柳田　邦男善

『手のひらで出来る無痛リンパ整体』　佐藤　彰善

◆児童書
『ねずみに育てられた

こねこ』

ガース・ウィリアムズ絵

アメリカの人気作家の絵本。

『やってみよう！
はじめての手話1・2・3』
こともくらぷ編

絵本版の手話シリーズ。
など

若　松　税　務　署　か　ら　の　お　知　ら　せ 

「暮　ら　し　を支える税」 
－11月11日（日）から17日（土）までは税を知る週間です－ 

一一i　平成13年分年末調整説明会 
）　　対象者には税務署から案内状が送付されます 

●と　き11月22日（木） 

隠i●ところ讃‾ 
●問い合わせ　若松税務署 

℡093（761）2536 

13Cの



屈赤β拙耕ク
◇中央公民館

古美術、編み物サークル

11月30日まで

◇ふれあいの璽
ハカキ絵

し　11月30日まで　　「、

サケの飼い方と

環境問題の勉強会

サケの飼い方や、遠賀川周辺

の環境についての勉強会です。

●と　き12月2日（日）

午前10時～

●ところ遠賀町中央公民館和室

●問い合わせ

遠賀町青少年育成町民会議

（教育委員会内）

く三一一三一
※サケを飼育する人も募集して

います

（∽14

く

ら

し
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
普
段
使
っ
て
い

る
お
も
ち
ゃ

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

「　　　　－　　　　！」幼
児
相
談

●
と
き
　
日
月
2
8
日
（
水
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

幼
児

●
内
容
　
身
長
・
体
重
計
測
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
　
（
要
予
約
）
、
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

3
歳
児
健
康
診
査

●
と
き
　
日
月
2
2
日
（
木
）

受
付
日
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
1
0
年
8
月
1
日
か
ら
平
成

1
0
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す

●
内
容
　
歯
科
集
団
指
導
、
医
肺
・
歯

科
医
師
に
よ
る
診
察
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
臨
み
か
き
指
導
、
栄
義
士
・

保
健
婦
の
健
康
相
談
及
び
栄
餐
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
日
の
尿
を

1
0
m
e
程
度
、
子

ど
も
が
家
で
使

っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
ン
、
健
康
診
査
票

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

統
裁
以
上
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
壊
極

予
防
接
種
は
早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り

ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
接
種

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
と
き
　
平
成
1
4
年
3
月
2
9
日
（
金
）
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
、
中
間
市
の
各
医

療
機
関
　
（
接
種
で
き
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
各
医
療
機
関
に
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

●
対
象
　
6
5
歳
以
上
の
人

●
費
用
　
千
円

※
生
活
保
護
世
帯
及
び
町
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
が
、
無
料
接

種
用
の
予
診
票
が
必
要
で
す
。
な
お
、

1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
前

住
所
地
の
非
課
税
証
明
が
必
要
で
す

●
そ
の
他
　
遠
賀
郡
、
中
間
市
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
す
る
と
き
は
依
頼
書
が

必
要
で
す
。
接
稲
す
る
1
週
間
前
ま
で

に
役
場
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

l

i

l

　

！

1

－

」

一
北
筑
前
養
護
学
校
の

体
験
学
習

●
と
き
　
日
月
2
1
日
（
水
）
、
1
2
月
5
日

（
水
）
、
1
2
日
　
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
義
認
学
校

（
古
賀
市
千
鳥
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
上
靴
、
体
操
服

●
対
象
　
平
成
1
4
年
度
に
小
学
1
年
か

ら
中
学
3
年
に
な
る
子
ど
も

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立
北
筑
前
謹
護
学
校

℡
0
9
2
　
（
9
4
3
）
　
8
6
7
4

「

、

－

i

i

i

i

i

i

i

i

i

－

“

i

 

l

」

－
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

醤
歌
謡
塾
ふ
れ
あ
い
発
表
会

●
と
き
　
1
2
月
2
日
（
日
）
　
午
前
1
0
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
費
用
　
無
料

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
問
い
合
わ
せ
　
響
浩
司
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
4
9

福
岡
県
農
業
高
等
学
校
＼

専
攻
科
学
生
募
集

●
試
験
日
　
平
成
1
4
年
2
月
1
日
（
金
）

●
定
員
2
0
人
（
内
推
薦
1
0
人
程
度
）

●
科
目
　
生
物
生
産
科
、
食
品
工
学
科

●
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
者
　
（
平
成
1
4

年
3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
授
業
料
　
月
額
九
千
円

●
申
し
込
み
　
平
成
1
4
年
1
月
1
5
日

（
火
）
　
か
ら
2
5
日
（
金
）
　
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

福
岡
農
業
高
等
学
校
専
攻
科

℡
0
9
2
　
（
9
2
4
）
　
0
8
9
1

臨
際
離
職
閥



子等 �∴ 騨 � �＼∴ 

＼ �∴∴2㌧「∴∴ �蔭ii二． ン′”二一／ 

無　　　料　　　相　　　談　　　会 
お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。 

働く人の労働相談 � �無料調停相談会 � �商工業者融質相談会 

労働に関しての相談をなんでも � �●とき“ところ � �年末の運転資金・新規開業資金 

受け付けます。 � �11月16日（金） � �など融資に関する相談会です。 

●と　き11月28日（水） � �八幡西市民センター折尾分館 � �●とき・ところ 

午後1時～8時 � �11月29日（木） � �11月16日（金）水巻町商工会館 

●ところ � �小倉井筒屋新館 � �11月20日（火）遠賀町商工会館 

北九州市総合保健福祉センター � �※時間はいずれも午前10時から � �11月21日（水）芦屋町商工会館 

「アシスト21」 � �午後3時まで � �11月27日（火）岡垣町商工会館 

（小倉北区馬借） � �●内　容　土地、金銭など民事一般 � �※時間はいずれも午前10時から 

●相談員 � �●相談員　裁判所の調停員 � �午後3時まで 

弁護士、北九州労働福祉事務所 � �●問い合わせ � �●相談員 

職員など � �折尾簡易裁判所 � �国民生活金融公庫職員 

●問い合わせ � �℡093（691）0229 � �●対∴寂　町内の商工業者 

北九州労働福祉事務所調整課 � �または福岡地方裁判所小倉支部 � �●申し込み　遠賀町商工会 

℡093（592）3516　　　℡093（561）3431　　　℡（293）0165 

5∽

自
動
璽
事
故
被
害
叢
話
制
度

◇
交
通
逼
児
等
胃
成
資
金

交
通
遺
児
の
健
全
な
育
成
を
図
る

た
め
の
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

け
で
す
。

▽
対
象
　
自
動
車
事
故
で
死
亡
、
ま
た

は
重
度
の
後
遺
障
害
者
に
な
っ
た

被
害
者
の
家
庭
の
逆
児
　
（
0
歳
か

ら
中
学
卒
業
ま
で
の
児
童
）

▽
貸
付
期
間
中
学
校
卒
業
ま
で

▽
返
還
方
法
2
0
年
以
内
の
均
等
払
い

◇
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

自
動
車
事
故
に
あ
い
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
重
度
障
害
者
の
家
族
の
負

担
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
人
の
家
族

①
後
遁
障
害
等
級
が
　
「
1
級
3
号
」

ま
た
は
　
「
1
級
4
号
」
　
の
人

（
常
時
介
護
が
必
要
な
人
）

②
後
述
障
害
等
級
が
　
「
2
級
3
号
」

ま
た
は
　
「
2
級
4
号
」
　
の
人

（
随
時
介
護
が
必
要
な
人
）

▽
介
護
料
（
月
額
）

①
五
万
八
千
五
百
七
十
円

～
十
三
万
六
千
八
百
八
十
円

②
二
万
九
千
二
百
九
十
円

～
五
万
四
千
円

●
問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

福
岡
主
管
支
所

℡
0
9
3
　
（
4
5
1
）
　
7
7
5
1

ヽ

i

i

 

i

 

I

i

i

I

．

i

 

I

I

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

遠
賀
川
駅
前
広
場
で
、
町
内
の
み
な

さ
ん
が
持
ち
よ
っ
た
品
物
や
遠
賀
町
産

の
野
菜
な
ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

●
と
き
　
日
月
1
8
日
（
日
）

午
前
9
時
～

●
と
こ
ろ
遠
賀
川
駅
前
広
場

☆
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

●
申
し
込
み
　
日
月
1
7
日
（
土
）
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
倶
楽
部
　
下
山
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
7
4
4

ー
ケ
ッ
ト
に
出
席
し
ま
せ
ん
か
？

●
と
き
　
1
2
月
1
6
日
（
日
）
午
前
9
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
駅
前

●
費
用
　
1
区
画
　
千
円

●
申
し
込
み
　
1
2
月
5
日
　
（
水
）
　
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
メ
ロ
ン
　
下
山
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
7
4
4

い
い
本
、
い
い
と
き
、
い
い
出
会
い

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

出
店
害
募
集

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
た
く
さ
ん
の

「
お
ん
が
得
ト
ク
ま
つ
り
」
　
の
フ
リ
ー
マ

●
と
き
　
日
月
2
5
日
（
日
）

午
後
1
時
5
0
分
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
立
図
書
館

●
内
容
　
大
型
紙
芝
居
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
、
フ
ル
ー
ト
に
の
せ
て
朗
読
な
ど

●
費
用
　
無
料

●
定
員
　
百
人
　
（
先
着
順
）

●
問
い
合
わ
せ
　
お
ん
が
に
じ
の
会

藤
井
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
5
7
0
9



議動∴／ 
」88℡鼠 

●仕事はどうですか？ 

勤めはじめて2年半になりました。ここで 

は、コンクi）－トの型枠を作っているのです 

が、とても難しく、神経を使う仕事です。何 

mもある型枠でも、ほんのチョットでも寸法 

が狂うだけで使い物になら無くなりますから 

ね。巌近はやつと一人で型枠を作れるように 

なってきたけど、まだまだ先細こ教えてもら 

うことがたくさんあるので、これからも少し 

ずつ勉強して頑張っていきか、と思います。 

●趣味・特技は？ 

趣味はドライブです。連休にはよく友達と 

勘、物に行ったり、県外に遊びに行ったりし 

ています。特技と言えば　ボウリングですか 

ね。このところハマッていで、アベレージが 

160を超すようになりました。 

●どんなタイプの異性が好きですか？ 

外見は気にしません。一紙にいて楽しい、 

気が合う人がいいですね。趣味が同じで、一 

緒に遊べると嬉しいですね。 

●遠賀町への要望があれば？ 

目の前の県道に水道管がないため、我が社 

には水道が通っていません。仕事でも大出の 

水を使うのでなんとかしてはしいのですが。 

このコーナーは町の若者を紹介するものです。 
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若 
音や職場の若者をどんどん紹介してください。 

11月9日（金）から15日（木）は

鰍の火災胃防連動週間
サイレンを鳴らします
火災予防運動週間中は、午前7時と午後7時の2回、サイレンを鳴ら

します。皆さんのこ協力をよろしくお願いします。

蛎火パレードがあります
火災予防運動週間に合わせて、郡内の防火パレードを行い、「火の用

心」を呼びかけます。

●とき11月11日（日）

午前9時～

●問い合わせ

総務課庶務係

HaI）PyBirthday

藤宮
嶋ま

譜
導　蔦

平芝
山雲

呑か

‡奈・－
もう1歳ですね。これからも　　いつも元気で’′わるそ〝な香

たくさん遊ぼうね。やさしくて　奈ちゃん。これからもみんなを
元気な子になってね。　　　　　楽しませてね。

HappyBirthday

募　集

誕生日を迎える3歳までのお子

さんを募集しています。掲載希望

の人は広報発行日の25日前まで

に企画課企画調整係までご連絡く
遠賀町に引っ越してきたばか

発行　禰間媒遠門都遠質町大字今一朝513番地　述卸J役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷
（∽16

平
成
‖
年
1
0
月
2
6
日
生

く
　
る
　
し
　
ま
　
け
　
い
ー
た

久
留
島
慧
大
ち
ゃ
ん

毎
日
流
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ア
メ
リ

カ
の
ニ
ュ
ー
ス
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た

び
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
テ
ロ
行
為
を
行
っ
た
人
は
罰
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
生
半
可
な
手

段
で
は
今
回
の
テ
ロ
行
為
の
真
犯
人
を
削
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
分
か
り
ま
す
。
で

す
が
、
何
か
が
引
っ
か
か
り
ま
す
。

「
噛
峰
岡
成
敗
」
、
け
ん
か
を
し
た
も
の

は
そ
の
理
由
に
関
わ
ら
ず
、
両
方
と
も
処
罰

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
戦
国
時
代
に
成
立

し
た
潮
煙
で
す
。
暴
力
だ
け
で
は
何
の
解
決

に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
戦
乱
の
世
で
も
こ
う

し
た
制
度
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

例
え
不
当
な
理
由
で
も
、
今
回
の
テ
ロ
に

も
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
す
。
で
き

る
な
ら
そ
の
理
山
が
解
決
さ
れ
て
、
テ
ロ
リ

ス
ト
が
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
、
平
和
な
世

界
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（余）


